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研究の内容

有用微生物の隠された能力を解明し、植物の病気を

防ぐ新たな微生物農薬を提案する

背景
◼ 近年、化学農薬が効かない病原菌（耐性菌）や害虫の

発生が大きな問題となっています。
◼ 微生物農薬による生物防除は、耐性菌にも効果を発揮

し、環境への負荷が少ない持続可能な防除法です。
◼ 有用微生物による生物防除メカニズムを解明すること

で、新たな微生物農薬の開発が可能となります。
目的
◼ 自然界に残された未利用の有用微生物の機能を解明し、

新たな微生物農薬の開発を目指します。
◼ 植物病原菌の感染機構を明らかにすることで、農薬の

新たな作用点を提案します。
主な成果
◼ トマトの重要病害である葉かび病菌は、病原力遺伝子

の変異によって遺伝的に多様化し、市販の抵抗性品種
をすべて打破したことを解明しました。

◼ 葉かび病菌に寄生する菌寄生菌を発見し、微生物農薬
の開発に向け寄生性の分子機構を解析しています。

◼ 昆虫寄生菌が害虫だけでなく病原菌の発生も抑制する
ことを解明し、微生物殺虫・殺菌剤を開発しました。

産学連携・社会連携へのアピールポイント

研究室名（植物病理学研究室）

  URL： https://www.setsunan.ac.jp/~pp/

微生物のチカラで植物保護

【農薬メーカー・公的機関との連携】
病害に対する防除効果や植物成長促進効果を示す糸状菌について作用機作の解析を支援します。

【産業界との連携】
病原菌による土壌汚染が問題となっていることから、病原菌が分泌する代謝産物を検出する診断

デバイスや土壌消毒法の開発を目指し、アイディアを提供します。
【農業団体との連携】
野菜類の疾病診断や、防除法の提案など地域振興にも取り組んでいます。
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葉かび病菌は本来、抵抗性品種に感染できないが
(左)、感染できる系統(右)が多数発生し深刻化

お問い合わせは摂南大学 研究支援・社会連携センターまで
TEL:072-800-1160 E-mail:SETSUNAN.Kenkyu.Shakai@josho.ac.jp


	スライド 0

